
軽妙なトークの中、リーダーシップ論

をわかりやすく解説いただくととも

に、地域社会や組織内でのコミュニケ

ーションの大切さや方法論を学ぶこと

のできる講演でした。 

大分市の社会教育委員会での実践的な

取組、障がいのある人が生涯にわたり

学び続けることのできる社会の実現に

向けた研究についての発表でした。 

 

 

  

＜趣旨＞                                     

県及び市町村の社会教育委員が、地域で社会教育事業を推進するために果たすべき役割

や今後の社会教育行政の在り方について考えることをとおして、主体的に活動に参画する

意識を高めるとともに、活動内容の充実を図る。 

 

【研修１】１３：００～１４：３０                         

講演：元気で安全な地域創りとリーダーシップ ー毎日が蘇りー 

講師：熊本大学名誉教授  吉田 道雄 氏 

 

 

 

【研修２】１４：４０～１５：２５                        

 実践発表：大分市社会教育委員会の取組 

 発表者：大分市教育委員会社会教育課参事 

安部 桂司 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 県・市町村社会教育委員研修 

日 時：令和５年６月２２日（木）１２：４５～１６：００ 

会 場：大分県立図書館 視聴覚ホール 

参加者：９３名（１４市町村８８名、県５名） 

事 業 報 告 

 



人権教育推進のための取り組みについ

て、「部落差別の解消の推進に関する

法律」「障害者差別解消法」「ヘイトス

ピーチ解消法」の３つの法を柱とした

講義でした。 

【研修３】１５：３０～１５：５０                        

 講義：人権教育推進のための取組について 

 講師：大分県教育庁人権教育・部落差別解消推進課 社会教育主事 猪迫 幸貴 氏 

 

 

 

 

 

 ＜参加者感想＞                                    

○吉田先生の講義は大変勉強になりました。具体的に体験談が為になる話等これからの活

動に活かしていきたいとおもいました。 

○実践発表は参考になりました。帰ってから再度目を通したいと思いました。どんな団体

もリーダーになる方によって人が寄ってくるように思います。リーダーを決める事が大

事ではないかと思った。 

○大分市の事例発表について、『青年層』の社会教育活動への参画が課題だいうことであっ

た。本町でも大きな課題であり、改善に向けた取り組み、仕掛けも行なっているところ

である。他自治体の『青年層』に向けた取り組み、事例も聞いてみたい。 

○講演内容が今自分が直面している課題であり、参考になった。 

○人権問題は毎年やっています。大切なことだと思います。 


